
【高齢者やその家族の方のための相談窓口】（相談・通報）
　東温市地域包括支援センター(東温市社会福祉協議会内) ………TEL ０８９－９５５－０１５０
　東温市長寿介護課 ……………………………………………………………TEL ０８９－９６４－４４０８
　松山地方法務局…………………………………………………………………TEL ０５７０－００３－１１０
【人権全般に関する相談窓口】
●東温市
　福祉館………………………………………………………………………………TEL ０８９－９６６－３３０６
　生涯学習課 ………………………………………………………………………TEL ０８９－９６４－１５００
　重信教育相談室（児童・生徒） ………………………………………………TEL ０８９－９６４－３４３７
　川内教育相談室（児童・生徒） ………………………………………………TEL ０８９－９６６－６１５０
●松山地方法務局
　みんなの人権１１０番…………………………………………………………TEL ０５７０－００３－１１０
　子どもの人権１１０番 …………………………………………………………TEL ０１２０－００７－１１０
　いじめ相談ダイヤル２４………………………………………………………TEL ０５７０－０７８－３１０
　（PHS・IP電話）…………………………………………………………………TEL ０８９－９６０－８５２２
　女性の人権ホットライン………………………………………………………TEL ０５７０－０７０－８１０
●愛媛県人権啓発センター ……………………………………………………TEL ０８９－９４１－８０３７
●愛媛県総合教育センター教育相談室……………………………………TEL ０８９－９６３－３９８６
●法務省インターネット人権相談受付窓口……………………………http://www.jinken.go.jp/

東温市教育委員会・東温市人権教育協議会

東温市立東谷小学校５年　寺川 希音さん
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〈参考資料〉総務省　報道資料「統計からみた我が国の高齢者」（令和６年版）
　　　　　内閣府　「高齢社会白書」（令和６年版）・「高齢社会対策大綱」（令和６年９月13日）
　　　　　公益財団法人人権教育啓発推進センター　「ともに生きる時代へ」（平成29年版）

（４）共生社会の実現を推進するための認知症基本法　2024年（令和６年１月）施行

　　認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるようにと定められました。

　※成年後見制度（「法定後見制度」と「任意後見制度」）もあります。

　�　�認知症や障がいなどにより判断能力が不十分となった方々の権利を守るための制度です。

　　ただし、制度の内容を十分に理解した上で利用しましょう。

　「超高齢社会」は決して他人事ではありません。自分たちの問題です。私たちは、いずれ高齢期を

迎えます。高齢者の割合が多くなっていく中で、高齢者一人ひとりが尊重され、生きがいをもって安

心して暮らせる社会をつくることは、全ての人にとっても生き生きと安心して暮らせる社会の実現

につながります。

　全ての人々が「超高齢社会」を構成する一員として、近隣の地域のみんなで支え合い、希望に満

ちて生き生きと生活できる未来を切り拓いていきましょう。

もし虐待を発見したら、速やかに東温市や
松山地方法務局に通報してください!
緊急の場合は警察に！

私たちの取組（何をすればいいのでしょうか）5

（令和7年3月発行）



　総務省統計局の報道資料「統計からみた我が国の高齢者」によると、我が国の総人口は、令和６

年９月15日現在推計１億2376万人で、高齢化率（総人口に占める65歳以上の割合）が29.3％

と、「超高齢社会」（高齢化率21％を超えた社会）となっており、前年に比べ0.2ポイント上昇し、

世界最高となっています。

　また、内閣府の令和６年版「高齢社会白書」では、今後も高齢化率は上昇を続け、令和52年には

総人口が9000万人を割り込み、2.6人に１人が65歳以上になると推計されています。

　高齢化率4.9％の昭和25年には、高齢者１名を現役世代（15歳～64歳）が12.1人で支えて

いたのに対して、高齢化率29.3％の令和６年では2.03人で支えており、令和52年には1.3人で

支えることになると見込まれています。

「超高齢社会」時代の到来!「超高齢社会」時代の到来!
高齢者が生き生きと暮らせる高齢者が生き生きと暮らせる

社会の実現を!社会の実現を!

　愛媛県の高齢化率は、令和６年版「高齢社会白書」によると、令和５年現在34.2％（47都道府県

中10位）で全国平均よりも約５％高く、約３人に１人は高齢者という状況です。

　また、東温市の高齢化率は「男女別人口・世帯数」（東温市ホームページ）によると、平成20年４月

の23.05％に対し、今年度は令和６年４月の32.15％…令和７年２月の32.26％と、この１年間

で0.11ポイント上昇しており、少しずつ上昇し続ける状態が続いている状況です。

　なお、愛媛県内20市町での高齢化率をみると、東温市の高齢化率は、松山市20位・松前町19位

に次ぎ18位です。

　令和６年実施の「東温市市民人権意識調査」の

結果では、高齢者に関する問いの選択肢の中で、

「高齢者を狙った悪徳商法や詐欺などによる被

害が多い」を最も多くの方が人権上問題がある

と選ばれていました。

（１）高齢者を狙った犯罪

　�　�近年、高齢者の身体的・精神的・立場的な弱みにつけこんだ犯罪が後を絶ちません。振り込め詐

欺などの特殊詐欺や悪徳商法など、高齢者の人権が侵害される事例が多発しています。

（２）高齢者虐待

　�　�介護や福祉を必要とする高齢者に対し、家庭や介護施設などにおける虐待が大きな問題と

なっています。

　�　�また、養護者（世話をしている家族、親族、同居人、施設職員など）が、介護負担のストレスや経

済的困窮などから虐待に走ってしまうケースや、自覚のないまま虐待を行っているケースも少

なくありません。

（３）年齢による就労の制限・差別

　　�高齢者が年齢に関わりなく働き続けることができれば、本人だけではなく社会全体にとっても

非常に有益ですが、実際にはまだまだ実現できていません。

（１）高齢社会対策基本法　　1995（平成７）年　施行

（２）高齢社会対策大綱　　　1996（平成８）年　策定（令和６年４回目見直し閣議決定）

　　政府が推進する基本的かつ総合的な高齢社会対策の指針として定めました。

（３）高齢者虐待防止法　　　2006（平成18）年　施行

　　�高齢者の尊厳を守るため、虐待として「身体的虐待、心理的虐待、性的虐待、養護の放棄・放任

（ネグレクト）、経済的虐待」の５種類を挙げ、国・地方公共団体・国民の責務を定めるとともに、

養護者に対する支援について定めています。
資料：�棒グラフと実線の高齢化率については、2020年までは総務省「国勢調査」（2015年及び2020年は不詳補完値による。）、2023年

は総務省「人口推計」（令和5年 10月１日現在（確定値））、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人
口（令和5年推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果。

高齢化の推移と将来推計
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（内閣府　令和６年版「高齢社会白書」）


